
犯罪被害後の二次的被害
犯罪の被害に遭われた人やご遺族など

は、犯罪による直接的な被害（けがをす

る、ものを盗まれる）だけでなく、被害

後に生じる

などの二次的被害に苦しんでいます。
被害に遭われた方などは、周囲の人の

「元気を出して」などという声がけでも

傷付くことがあるので被害者を無理に励

ましたりせず、そばに

いてそっと寄り添うこ

とで、被害に遭われた

方などの心の傷の回復

に協力をお願いします。
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普段遊んでいるオンラインゲームには、犯罪に巻き込まれるきっかけとなる
リスクがあるので、家族の中であらかじめルールを決めて遊ぼう！

１７時から１９時の夕暮れ時から夜間にかけての高齢歩行者の死亡事故は昼
間よりも多くなっており、歩行者の「見えているだろう」とドライバーの「そ
こにいたなんて」という視認性のズレが事故につながっていると考えられます。
ドライバーの皆さんは、車の特性を踏まえた上で右左折時の歩行者などに注

意し、歩行者の皆さんは、明るい目立つ色の服装にするか、反射材を上手に活
用し、車からの視認性を高めて、事故を防ぎましょう。

事件に遭ったことによる精神的ショックや身体の不調

周囲の人々の無責任なうわさ話やマスコミの

取材、報道等によるストレス、不快感

□ 家族で管理機能の設定レベルを決める。
□ ゲームの機能を使って、個人情報や不適切なメッ
セージを他人に送らない。

□ 家族に相談せずに、ゲーム内で知り合った人と連
絡先を交換したり、会ったりしない。

□ ゲームで ｢ア イテム ｣をもらうときは、必ず家族に
相談する。

□ 少しでも不安を感じたら家族に相談する。

青森県内の信号機のない横断歩道に

おける歩行者が横断しようとしている際

の車両の一時停止率は、５９．９％（前年

比１２．５％）でした。

全国平均を上回ったものの、いまだ４

割の車両が停止していない状況です。

車両等は、横断歩道に接近する場合、

○ 近くに歩行者がいないか確認

○ 横断歩道付近に歩行者がいた

ら、その手前で停止できる速度に

減速

○ 横断歩道を横断している、また

は 、横断しようとしている歩行者

がいる時は手前で一時停止

しなければなりません。


